
125

　　　　　叙事詩の宗教哲学

一Mok寧adharma－parvan和訳研究（XX）L

茂木秀淳　社会科学教育講座

1：238章」2（D．247章，8951－8973，K252章）

ヴィヤーサは言った。

（1）　根本原質の変異物3によって、知田者は覆われている4。変異物は、それ（知田者）を知らないが5、

　　しかし知剛者はそれら（変異物）を知る。（Cmopklns【Grcat　Epic玉pp．29ff）

（2）　そしてそれ（知田者）は6、思考器官（manas）を六番目とする感官によってこの世での行為を行う。あ

　　たかも御者がよく調御され力あるすぐれた馬によって（馬車を進める）かのように。（C£K：a重ha　Up。33）

（3）　感官よりも対象が上であり7、対象よりも思考器官が上である。統覚（buddhi）は思考器官より上

　　であり、大きなアートマンは8統覚より上である。（Cf．MBh．XII．267，15－16，　KaIha　Up．3．10，　BhG．3．42，

　　Hopkins［Great　Epic】p．13Lfn．1，Haas〔1922】No．363，　p．23）

（4）　大きなもの（mahat）より未顕現のものが上であり、未顕現のものより不死のものが上である9。不

　　死のものより上のものはないしO。それこそが頂点であり、それこそが最高の帰趨である。（CfKalha

　　Up．3．互1）

（5）　このように、アートマンは、あらゆる生き物の中に隠れているのでほ（目に）見えない。しかし、

　　すぐれた微細な統覚（buddhi）を通して、真理を見る者たちによってL2見られる。（C£MBhJII。203．34，

　　XII－203．33；Kaφa　Up．3．12，　Hopkins［Great　Eplcl　pp．39，豆60，fn．2）

　1本稿は猛叙事詩の宗教哲学一『MokSadharma－parvan和訳研究（XIX）一』（『密教研究』第205号平成12年12月）に続くもので

ある。略号などは前稿に準じ、本稿で用いるものは以下のとおりである。

　　⑩｝玉opkills［Great　epic］：E．W．　Hopki11s，　Thc　Great　Epic　of　India，　hs　Character註nd　Orlgin，1901，Reprint　Caluc縫a　l978．

　　㊤Hopkills［19101：E．W．｝玉opkills，1晦∫んoZo8fcα納∫ノブ8α5σ7｝撚αη4ハ40脚α加∫f’z伽G’御⑳ゴ。，　JAOS，　voL30，　pp．347－374，1910．

　　⑧　Haas【1922i：George　C　O．　Haas，∬～8c躍〃ぞηωη4ん’召〃8’伽∬α88∫〃〃舵∬）’ゴηcψα1～〃7α加訪α45αη4∫々8βぬα8ωノα4－G泣∂，　JAOS，　vol．42

　　　pp．1－43，1922．

　　oFra這waUner【19251－2：E．　Frauwallner，ひ漉r∫鷹加η88麗媚z〃。た5α4勧7πα．　D’部下た嬢∫∫ど5c舵η距が8，　WZKM　32，　pp．179－206，1925．

　　㊥　Bul紀nen【19561：」．A．B．　van　Buitenen，∫躍4陀∫∫π3δワz〃2yαr7ナ，　JAOS　76，　pp．玉53－157，1956．（Studies沁恥d酸n　Llter撮ure　and　Philoso－

　　　phy，　Collected　Artides　ofJ．AB．van　Buitenen，　ed　by　LRく）cher，　pp．43－52，玉988．）

　　①　Buite訂1en［19571：J．A．B．　van　Buiteliel｝，∫伽4’ε∫fηε反ワ～たんン‘’r∬11♪，　JAOS　76，　pp．88－107，1957．（Smdies　in　lndiali　Lkeraturc　alld　Philoso－

　　　phy，　CoUected　Articles　ofJ．A，｝3，va茎蔵Buitel｝c！蔵，　ed　by　L．Rocher，　pp．75－110，1988．）

　　⑳　Edgerlo11［1965】：RI三dgerLon，　Thc　Begilmh｝gs◎f1職dia1ヨPhilosopy，　Livcrpool，　L（》n（io監1，　Prescot，1965．

　　⑦中村【1998】：中村話語Fマハーバーラタの哲学解脱法品原典解明」（上）平楽寺書店1gg8．

　2この章の第玉2詩節までは、％gerto】1の英訳がある（Edger芝。韮｝11965】pp．276－277）。また、238－240章とパラレルにある187章、　D．285

章の各詩節の異周については、すでにFrauwa［Illerが対照表を握示している。（C£B，Frauwa撫er［1925－1】pp．180－181）
　3R，K．：prakぴes　tu　v韮kar蕊　　1）．　prak尊y置s　m　vikar…i

　4P　pari≦ritab　D．，KL：adhiSlhitab　Ca．　pari歪nu［sru】t的，　sa叩s亘ranady盃rp　pr艮v衰1｝iI的k職r⑪aがadhiSlhitaと共に用いられている例

は、舘11tφarvanでは、　XIL204．8，228．10にある。この語はSKにおけるpuruSaの属性を指す用法を想起させる。
　5P　te　cailユa罫p　Ilapr勾allallti　I）．，王ぐ：：ユa　cal…｝ar罫te　pr勾an三mti　Ca，　pratij五11allti，　prati6abdaりpratik田ye，［pr盃tik溝yelnaj琶nallti／a無argaしa13y

artham／te　cai1｝am　ete　pr五1（導歪mahadaha！罫k蚕r盃dayal｝pratik〔…蓋arp　bodhayal｝ti，　ahitam　eva　hit飢ay蕊dar歪aya厭1／

　6P　caisa　D．　K＝caivam
　　　　ロ　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　7RP註r百hy　arしh註　　D．，K．：pare　hy　arth置

　8mah亘11　atm亘　Ca．　attm盃，　aham泡spada｛畷d　ahaτぎ｝k置ra類／tao　1照h盃n　parab　iti　samuccayo　dra寧lavy鋤／

　9P，1）．：avyakt亘t　par乙lto’m口am　K．　avyak鰍puruS鋤para13　（K：．の方がSK的）

　10R，D．＝amr臓…Ula　pararp　ki甲cid　　K．　purUS銭11　na　para監p　k｝！pcid

　l1⑳dho”tm展　MBh．1猛203．34はbhOtatm互と読んでいる。しかしここでは、　bh通tatmanと読む伝承はない。
　ご　　の
　蓋2王之tattvadar話ibhi睡　D．，K．：s日ksmadar≦ibhi卸
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（、）その臆によって・、繭紬を六翻にも憾官と繭の豫を配の内音βに収め14・そして心

　　配すべきことに多くの注意を払わずL5、（c£MBh。XH。242。5）

（，）削際を輔（。・・y・）によって完成し、囎によって魁させで6・至高の存在ば7騰となり・

　　そして、不死の境地に至る。

（8）しかし、あらゆる感官に支配され、記瀞動揺した人畷y・）は・自己を将官に）与えることに

　　よってL8、死に至る。

（9）しかし、あらゆる馳（・a噸P・）鵬て・9、心（・itt・）をサ・トヴ・（統覚の纏状態）に住さしむべ

　　し20。サットヴァに心を住さしめた後、それ故、（行者は）カーランジャラ山（のごとく不動）となるで

　　あろう21。

（玉0）　行者（yati）は、心の清浄さによって、善悪を捨て、寂静の自己に住して、無限の安楽を22得る。

　　（C£MBh。磁203．35，）GI．18029；M短t．Up．6．20，琶・蘭・［αeat　Epi・］P・42，盒・2・Haa・［1922］N・・666・P・37）

Gl）　寂静の特徴とは、あたかも、満足して23安楽に解るがごとくである。あるいは、灯火が、風なき時、

　　燃えつつも揺るがぬかのごとくである。（αMBh．VI。28．19，　XII．203．36；Hopkinsl：Great　Epicl　p。41）

（i2）　このように、夜の始まりと終りに、自己によってアートマンに集中し、サットヴァを食物として自

　　己を清めた者は24、自己においてアートマンを見る。（αMBh．X難．王80．28，　Xlr203。37）

（13）　伝説になく25伝承になく、自ら確信すべき26ヴェーダの秘密の聖典がこの教えである、息子よ。

（14）　あらゆるダルマの教説における、そして真理の教説におけるこの財産は、一万の（ヴェーダの）讃

　　歌を27撹搾した後抽出された甘露である。

（15）　新鮮な酪（バター）は乳から、火は木から引き出されるように、賢者の知識は、息子のために引き出

　　される。息子よ、これはスナータカのための聖典として、語られるべき教えである（cf．｝｛opkins［Great

　　Epicl　p．114）。

（16）　この教えは、静かならざる者、掬制せざる者、苦行を行わない者、ヴェーダを知らぬ者、そして、

　　（師に？）依存する者には28語ってはならない。

（17）　悪意ある者、心曲がった者、教えに背く者、議論の書によって焼かれた者（c£H：opki瞬Great　Epic］

　　p．91）、そして告げ口をする者（pi鳶unaya）に（語ってはならない）。

（18）　この秘密の教え（dharma）は、信頼する者に29、信頼されるべき者に、静まった者に、苦行を行う

　正3medhay蕊　Ca，　medhay蕊tattv勾蕪nasthairye13a／

　L4antar亘tmaIli　sa甲1iiya　DeusseI1＝Einschmiegel油11　das　imlere　Selbst　voll　Welsheit　die　Siime　mit　Manas　als　sechstem田】d　die　SlIlnesob－

jekte　Edgeno1111965】lLurking　iMhe恥1er　selfこの章には精神原理をあらわす語として、すでにkS瞭ゆa，　amτt＆rn，盃tma11が用いられ

ているが、この詩節のantarama11はそれらと岡義なのかどうかはっきりしない。　sa可111iyaの主語は次の詩魂のNominativeのa11τ6vara

などであり、anta煎manはLocativeで用いられている。ジ晒≦varaが自分の中に」と考えておきたい。
　15bahu　cilltyam　acilltaya1】　　Edgerto11［19651：110t　car三ng　abouL．．．　nor【na≡豆fo〔d　care　　Deロssc11：Qh蜜1e　slch　unユal正erkei　Sorgen　zu　k廼lnHler11

　夏6P，Kl．l　dhy蕊noparanlaヨ，a甲　　D．　dhy褒董≧clloparama冥n

　l7anτ‘vara｛3　C£MBh．XII．289．3，　Hopki三1slGreat　E顛。！pp．正05－106，Edgcrto遍量9651p．276，　fIL2．

　18烈ma11且13　sa【τ｝prad百！1ella　N．護t寛照照塾s凝pprad嚢重≧enak羅m羅dibhyaりsalτ1arpa】3e】｝a／　Deusse訂】1裏｝皇it　seinerD入tmaヨ獄11en　Silme11田1terworfen

配gerton［19651も同様に理解しており、N．の注も岡様の趣霞と考えられる。
　9P，K二．＝hitv……　　D、盃h盆Iya

　20sattve　citta単sam蓑veきya　N．はbuddhiに二種の状態を想定し、　sa〔tvaをbuddhiの微細な状態としている。　Hopkillsは、ここ及び

第5詩節でのsattvaをbuddhiの意味に解している（Hopkilis【Great　I瀬。：i　p．160，fn2）。同様の解釈は、特にこの箇所への言及はないが、

Buitcllenli9571　p．99（p．95）にも示されている。第1詩飾以降のbuddhl，　manas，　ciIta相互の関係は、明らかではない点もあるが、sat｛va

を挑ddhiとの関連でとらえる上目の解釈に従う。
　21k家la耳jaro　bhavet　　N．　k籔1a監弱a重aparvatavad　apraka甲pyo　bhavet／

　221λs・kham衰11韻y註rn　D．，Kl　sukhamatyalユt＆m

　23P，K．：ゆtaりD．　svaPl・e

　24P　s註t亀v烈ユ濾avi6udδ翁翫m護　D．，K．：正aghv且h亘ro　vi曲ddh蕊tm展　｝三dgc践olユ【1965口iving　on　goodlless（p．277，且7雪i，D：That　is，　probab圭y，’熱st－

m9’．

　25a21a1〔ihya賢1　　Cf．Hopkins【Great　Epic】P51，fヨヨ．3，

　26五tn≧apratyayika茎P　　Deusse11：dicser　den入tHlan　zulll　Bcwu3芝sei諺br澁gende　Lehrkallon　　CfL中村［19981　P．592，13詩飾温三

　27勲，1）．＝da曲’dam　rcsa1｝asr盃n｝　K．　d＄yateζk餓hasr衰麟　Cv．（readillg　dおaitaδ痙sahas曲｝1）da醸ita摯yuktap　da≦eti〆　Vedaの数につい

ては｝iopkins［Great　Eplcl　pp5－6参照。

　281athaa　naalluga癒yaca　I）cussen：eill　alli曲1gllcherSchUler　中ヰお1998i：恭順でない（学生）

　29P§豆aghate　I＝）．，K：§r巨ghllle
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　　者に、郵き息子に、そして従順な弟子に・・語られるべし．他の者には決して語ってはならない・

（19）もし人がこの財宝に満ちた描を彼に嫉たとしても・難を矯者は・「これはそれよりも優れ

ている」と考えるべし。（C£Ch舳d．Up3．1L6）

（2・）それよりも翻なもの、それは、人を超えた大我（画一・）である・偉大な四隅によって見られ・

　　そしてウパニシャッドに詠まれているそのものを、（次章で）汝に語るであろう（cm：opkins［Great　Epicl

　　p53）。汝はそれについて私に尋ねたのである3i。

【239章1（D．247章，8974－8998，K．253章）

シュカは鞭った。

　（1）　もう一度ここで詳しく大我（adhya臨a）について私に語るべし。大我とは何であり、そしてそれは

　　　どのようなものかを32、］奪者よ、最高の聖仙よ。（Cf．MBh．XII．187．1）

ヴィヤーサは言った。

　（2）　この世で人（puru＄a）の大我として知られている33もの、息子よ（tata）、それを汝に語るであろう34。

　　　それについて以下の説明を聞くべし。（C£MBhXII．187．2，　MBh（D．）XII．285．1）

（3）　地、水、火、風、そして虚空が35存在物の大元素である。（両者は）海と波の如し36。（C£MBh。XII．187．

　　4ab，5cd，　MBh（D．）XII．285．3ab，5cd）

（4）　あたかも亀が手足を伸ばして再び引っ込めるように、大きな元素はより新しい（小さな）ものへと37変

　　化する。（Cf．MBh．XII．2L3，187．6，239．17，　MBh（D．）X玉L285．6）

（5）　このように、この世の動くもの動かざるものの一切は、それ（大元素）からできているので、創造

　　においても素点においても、同じ仕方で述べられる。

（6）　大元素は五種のみである。存在物を創造する者（bh亘takμ）が、息子よ、すべての存在物に多様

　　さを創造した。その（多様さの）中にそれ（大我？）を（人は今）見るのである38。（C£MBh．XII．187．7，

　　MBh（D．）XII．285，9）

シュカは言った。

（7）　（創造者が）身体の中に創造したもの（多様性？）はどのようにして観察されるのか。どうしてそれら

　　は、あるものは感官として、あるものはグナとして、観察されるのか。

ヴィヤーサは言った。

　30§iSy亘y珈uga町a　anugataaya（「従傾なDは16詩籔では、教えを伝えるべきでない者を指すのに用いられている。　Gang面は、前
者をone　that　doth　Ilot　humbly　wait　upon　o！1e’s　prcceptor、後者をdutifuldiscipleと訳している一方、　Deusse11は、両方とも、anhanglicher

Sch麺lerと訳している。第玉6詩節d句の異読には1曲1agat颪yaがあるが、tath伽allugatayaca　caと読むべきか。

　3圭この後に、D”Kl．は以下の膵癌を付加している。

yac　ca　te　m謎nasi　vartate　para町1　yatra　c蕊sti　tava　sa甲≦aya麺kvacit／

　　≦r通yat蛋m　ayam　aha叩ta噸grata奪putra　k加hi　kathayami｛c　pulla麺〃（c£Hopkins【Great　Epicl　p．323）

　32R　yath盃ceda卑　　D．，K：yath羅veda

　33王≧，K．＝vidyate　　D．　pa些hyate

　34P　sa叩pravaksy置mi　l）．，K．：vartay玲y展mi

　35P欲亘≦am　eva　ca　DJぐ＝欲奮a　eva　ca

　36s互garasyormayoyati、巨　CIL　bhOt五11碑1jar蕊yuj翫dT1ユ置甲s亘garormilly盃yena　prat扉va恥bh騒my歪dayaりpζthak　kalpit五明santlty　arth的／

　　　　　　C・．y・v了y・り・u・v・正隅・≦漁k盃・eS・m・h訓・畳職・thit・舗k・撒・，・醜・y盃khy・琴1　v漁・aq1知・y・・ti／亀の鰍の｛申縮　37yav了yaりSU

を、元素の多様な存在物への変化になぞらえているこの比喩は意味をなしているのか。パラレルのMBh．XII」87．6で亀の四肢の比喩

で表されているのは、発素による創造と元素への帰滅であり、239．17ではbuddhlのよる感官の創造帰滅である。また、　MBh．XIL21．3

では、欲望（k匪ma）を抑えることとの関連で用いられている。
　38yasmin　yad　a照pa6yat｝1）eusse11：je　llachdeln　cr　dicsell　oderjcllcll　Zweck　im　Augc　hatte　中村i．1998i：（というのは）彼らの【行為の

目的の】相違を考慮に入れたのである。
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（8）それを汝にここでありのままに示すであろう39・縛一に四脚正し燗くべし・それは次のよ

　　うである（？）40。

（9）　声、耳、そしてもろもろの穴の三種は、虚空より生じた。呼吸、運動、そして接触、これらは風の

　　三種の性質（gu阜a）である。（C£MBhXII．187，S，　MBI雀（D，）。XIL285．10ab，12ab）

α0）　色、目、そして燃焼（消化）は三種の火であると規定されている。味、舌、粘液（snc織）、これら

　　は：水の三種の属性である。（CεMB難X簸．1879，　MBh（D．）XII．285．Hab，10cd）

（H）　香り、鼻、そして身体、これらは地の三種の性質である艦以上で五種の元素からなる感官の集合

　　は42説明された。

（12）　接触は風から、味は水から、色は火から（生じる）と言われている。声は虚空から生じ、香りは地

　　の属性と伝えられている。

（13）　思考器窟、統覚、そして自性（b顯va，本性）の三種は、窪らを母胎として生じた43。これらは、もろ

　　もろの性質より上位と考えられているが44、性質の上を通過することはない（？難a墓u螂atiwt麟C．）。

（14）　人において感富は五種、六番目が思考器官と言われる。七番麟が統覚、さらに八番目が蓮田者と言

　　われる45。（C£MBhX簸．圭87．慧，MBI｝（D．）XII．285．15）

（15）　目は見るためのみにあり、思考器官は疑問を起こす。統覚は決定のためにあり、知照者は証人

　　である、と言われている。（C£MBh．XII．187．12，　M跳（D。）X難285．至7，　Gau¢ap衰da　B恥ya　on　SK30，

　　Frauwa同一erμ925－1］p．186：）

（16）　ラジャス、タマス、サットヴァの三種（のグナ）は自ら生じたものである46。これらはすべてのもの

　　に等しく（存在する）。（人は）このことを（元素の）諸性質の中に観察すべし47。

（17）　亀が手足を伸ばして引っ込めるように（風MBh．239．4脚注）、統覚は、感宮の集団を創造した後に、

　　（再び）引っ込める。

（王8）　（人が）足の裏の上、頭頂の下に48見る行為において49、（感官の中で）最上位の統覚は作用する。

　　（C£MBhXII．187．13ab，　MBh（D．）．XII．285、玉4）

（19）　統覚は属性（g“ひa）を50支配し（nenTyatc）、また統覚こそが思考器官を六番目とするすべての感官を（支

　　配する）。統覚がなければ、どうして属性が5し（あろうか。）（C£MBhXII。187．16，　MBh（D．）。XII．285．18cdcf；

　　H：opk圭難s［Grea芝Ep圭。］PP，II9f£）

39訣…町iSy蕊mi　y・thavad　d漁・am　D．，K・v・・t・yi脚畑th甑・・d・1柳・va紬

　40y且〔hatattvalp　yat嫡ca｛at　’yaI瞭ca毛at’も「正しく」を強調する副詞か。

　41K、はこの後に次の句を挿入している。

　　　　　　きrotrarP毛vakcak寧u寧Tjihv盃n…｛sik薮caiva　pa員ca111丁／

　42P，K．＝indriyagr蚕【no　　D．沁driyagr蕊窟1air

43R・na・・b・dd臨・・1畑・≦c融ya　et・”1rr1・y・1晒1）、1…1・b・ldd駆v・bh蕊・・歪・・L・・y・et・・v・y・・噛K．・・・…b・ddhiり・v・bh置・・ヨ

caロ’aya　ete　ma！10may巨辱　　CI1．　svayo11小脳摯｛at乳atsarpskarasaciv置。　ckt展d…ivirbhHt翫り／

麟Pp・・am展m鋤D．，K．・P…m置9・鋤

　嬬5K．，R，K．：樽etrゆalp　punar眼amam　MBh（1）．）XU．285．里5k§et向勲1｝p田1ar　a脚maり　この詩簿から第19詩節まで、　RとD．，K．は順

序が入れ替わっている。PI4＝D．，K17，1≧15＝D．，K．18，P16＝D．，K．19，R王7篇D．，K．14，P18綴D．」く．15，RI9瓢D．，K16

　樗6svayon通蕊り　　Cp．　svayQ監1i睡prak導iり，　t句」蕊且k…i≦五digatasattvikき置踏ebhya　utpann置｝ty　arthaり／

　47P芝ad　g購e頭palak鋒yα　D．，K．；t珈gu順11　upalakglyetこの詩節は里87童にパラレルがなく、ここでのgu参は、元素の諸性質を指

すのか、とサットヴァなどの三種のグナを指すのかはっきりしない。夏≧の詩飾の順序に従えば、この章のここまででgu韓と嗣まれて

いるのは元素の諸性質であり、第19詩舗でサットヴァなどを指す絹法が住われる。従って、この詩節のgu！｝aは、元素の諸性質を意
味していると解した。
　48亘r（ihva！11　P罰datalayor　av亘ぬ1｝1〔艮rdh崖1a勇ca　　CP．〔ir（玉hval罫P衰datalayor　In看rdhlia歪。護rvag　i縫≦a酒「ram　ucyate

　49R，D．，K．：etasmiml　eva　k導yc　　D．（285．14）elasmiml　eva　kτtsnye

　509田3亘li　　Ca．　gu13亘11　te　v玲ay往san｝了pe】｝了yate　i】1driy亘dibhirjanyate／　　Cs．　g田3all　sattv翫dτn，1ユen了ya1e　punai，　pul｝a睡prav段rt撮e／Cv．9u董津翫n

vair盃gy置dig田｝㌫1／

　51kutQ　gu1津互｝｝　　C註、　kut段駐霞i　s巨rvavibhaktikaゆtasi垣taslllai　ity　ar毛he／b雛（idhir茎匡vin置！1壌pray（｝｝anatv嚢t／
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（20）　その中で52、何か自分の中で歓喜と結びついたものと知覚されるもの、解脱したかの如く清浄なも

　　のがあれば、それをサットヴァと知るべし。（C£MBh．XH．豆87．30，　MBh（D．）XH．285．29）

⑳しかし、躰あるいは心（m・…）において・・苦靴櫛ついたもの生じるならば・それは常に躰

　　をもつもの（dehin）を運び、活動的なラジャスであろう54。

（22）　しかし、蒙昧と結びつき、明らかな対象をもたず、決定できず、認識できないことが生じた時は、

　　それはタマスであると知るべし。（C£M跳．Xli．187．32，　MBh（D．）．XII．285．31）

（23）　喜び、歓喜、歓楽、平静さ、そして健康を本性とする心が55、偶然にしろそうでないにしろ生じたなら

　　ば、サットヴァ的属性（g購a）が作序している56。（C£MBh。XIL18733，21226，　MBh（D．）。12285．25c－26c）

（24）　自惚れ、虚言、食欲、蒙昧と嫉妬はラジャスの特徴であり、これらは、原因があろうとなかろう

　　と57生じる。（C武MBh．XII．187．34，　MBh（D．）．XII．285．26cd－27ab）

（25）　そして蒙昧、酩酊、怠惰、睡眠から隠覚めないことが58、何らかの形で生じたならば、それらはタ

　　マス的属性と認識すべし。（C£MBh．XIU87，35，MBh（D，）XIL285．28）

1240章159（D248章、8999－9023，1く．254章）

ヴィヤーサは言った。

（1）　愚考器官（manas）は（対象の？）状態（bh盃va）を60創造する61。統覚（buddhl）は（対象を）決定する。心

　は62（対象の）快不快を知る。行為へと駆り立てるものは63（これらの）三種である。

（2）　感官よりも対象が上位であり、対象よりも思考器官が上位である。思考器官よりも統覚が上位であ

　　り、統覚よりもアートマンが上位であると考えられている。（C£MBh．XII，187．11，238．3；Ka£ha　Up．3．10，

　Hopkins［Great　Epicll　p．131，飴．1，Edger亀on［19651　p．278，　fn．1）

（3）　（通常の）人にとって、統覚がアートマンである。統覚はアートマンの本性からなる64。統覚は、状

　態に変異する時65、思考器官となる。（C£Hopkins『Great　Epic］p．159）

④　感窟の個々の状態によって、統覚は微細に66変異する。聞く時に（統覚は）耳となり、触れる時に接

　触と言われる。

（5）　見る時67、（統覚は）鼠となり、味わう時、舌となる。嗅ぐ時、（統覚は）鼻となる。（このように）統

　覚はそれぞれに変異する。

　52tatra　MBh．XH．187．30，　MBh（1）．）．XH，28529とパラレル。187章の場合、この前に三種のved鋤aの説明があり、従って1atraは個々

のveda面を個別的に取り上げるというように関速しているが、ここでは、前後との関連がない。

　53k置ye　manasl畷　ここでのmallasは、思考器官ではなくて、身体に対す一般的な意味での心を表す用法であろう。
　54R「㊤晦P「ava漁kal｝1　tat　sy護t　s漁ta更n　h謎ri　dehin譲m　D・，K：Prav輿alp朗a　ity　evaql　tatra　c勘y　upalak＄ayet　D．，K．の読みのほうがわか

りやすく、従ってPに比べ、より改変されたものと考えられる。
55・v・・th護tm・ciUat潰C・．　svamy・・p・arv・L…att・y且・・Uam且蝋…1／・v・・th盃tm・citt・t瓦，・k§・bhit亘・t・1，k・・ap・t蕊／

56P…t・t・・att・ik・g・・，・りD．，K．：v・醐t・・巨｛毛・漁g旧り

　57hetvahe乳utaり　　Cs．　hetvahetutab　dτ輿ahetor且dぞ輿aheto≦ca／

　58Pta】1drτヨ夏idr衰prabhodhh盃　　1）．，K．：11idra　tal｝dr蕊prabodhi｛温

　59この粛のvv．1－8，16－22には、　Edgertα蔵の英訳がある（Edgertolll19651pp．278－279）。

　ωbh謎va琴1　N．bh盃va恥pad衰r山a置pvividham／　Ca，｛っh盃va∫pbhavitrdharmalpj醸11羅di／　Deusse11：die　ExisIenz　ldcrAuBe1ヨdhlge1　氾dger－

tonf19651北he　co匡1（玉琵三〇110f　existe蟹1ce（ofπlattcr）　　中村［19981：’し・情（＝二問題pa（i衰rIha1｝1）

　6Lp㌧K．：pras白ate　　D．　vis誉ate　　C11．（vis白atc）vividhaτn　utp轟dayati／

62h幽ya汀1　N　h蜘yaτrl　a瞬漁ra111／

　63R，D．：karmacoda1｝置　　1（．　karmavedall盃

　64Rbuddhir　ev配1ηa…10”tmik巨　　D．　buddhir　ev盃nlla115tnlani　　K．　bu（玉〔玉h｝r　ev盃皇ma…｝o　gat恥　　　Ca．羅1！nik溢亘t菰nτy浸，　tay亘≦eS銭口aπユvy羅P亘raり亘t／

　65yad巨vikur眠e　bh亘va琴ヨ　　N．　s羅yad…｛bh盃varp　gha頃dirp　viv重（ih蚕k蚕ral｝｝kumIe／

　66P　vlkriyate　hy　a理　D．　vikrlyate　hy　ataり　K．　vikriyate「＄ak眞　al，uについては、　Bui毛ene茎｝【：19561　p．156（p．48）参照。

　67R　pa≦ya臓tτ　　D．，K．：pa忌yatT
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（6）これらが感官と言われる．不覗（の統覚）がこれらを癒する68・繍ま人（P・ms・）卿にいる

　　時、三種の状態において作用する。（C£MBhX王L187．20c－21b，　MBh（D．）。285．21－22）

（7）（統覚は）ある時は鵬を得、ある時は悲し礁ある時は・この世で（？）7。訣とも乱も結びつか

　　ない。（C£MBh．XIL187．21c－22b，　MBh（D．）12．285，22c－23bl）

（8）　状態という本質をもつ71この統覚は、これら三種（の状態）を超える。川の王である海が波を伴っ

　　て大きな岸を（越えるように）72。（C£MB鼓．X王穏87，23，3033，　MBh（D．）XH．285．23c－24b，　HopkinslGreat

　　Epicj　p．159，］Bu註enen［1956」p．154）

（9）　何かを望むとき、それ（統覚）は思考器官となる。これら（感官）は（統覚によって）個々に支配され

　　ている73、と記憶すべし。感官こそカが強く74、完全に制御されなければならない75。

（10）　（統覚、思考器官、感官の）すべては順序に従って（作用する？）。各々が（別々に作用すると？）規定さ

　　れてはいないフ6。（状態に）分化していない統覚はフフ、思考器官においては状態として78存在する。しか

　　し活動しているラジャスはサットヴァにも従う（？）79（Cf．MBh．XII．187．24，　MBh（D．）．Xil．285。24cd－25ab）

（i茎）　（統覚の）状態は、存在する限り、すべてこの三種において存在する。それらは、外的対象に従って

　　（a御arthaり）作用する。輻が車の輪ぶちを（回す）ように。（C£MBhXII．187．26ab）

（12）　人は80、統覚を最上とし、適切に活動したり、たまたま休止する感官によって、（対象を）照明すべ

　　し8L。

（13）　この世のものはそのような本性をもつ、と賢者は迷わない。（賢者は）悲しまず喜ばず、常に嫉妬を

　　離れている。（Cf．MBhX登．圭87，47，　M翫（D．）．XII285．39）

（14）　アートマンは82、欲望を領域とし、悪しき行為を行い83、よく保持されていない84不完全な感官に

　　よっては、見ることができない。（C£M鎌X｝1．綿7．56ab）

　68P　adζ≦y巨dhiti麟ati　D．，K．：ad碑。’dh1t唾hati　D．285．21　d睡eSu　du§yati　D．，K．のように男性単数に読むと、ad甥aの指すもの

は、puru興あるいは烈manということになる。　MBh．XI1．重8720もadr卵。と読んでいる。　Edgerton【Great　Epicl二the　ullseen（illtellect）
p．278，f11．3．

　69P§ocate　D．，K：≦ocati

　70kad亘cid　iha　Edgerton［196511here　MBh．XII」87，（D．）285．22はkad蕊cid　apiとしてih貧を用いない。

7正bh亘・亘tmik亘Cp．　bh亘・亘tmik展，戯p・tti・v・bh展・蕊；C・．　bh巨・互tmik巨bh・9・vadbh・ktyヨtmik蕊／

　72et諭at1vanate　翔はilldriya、川の王である海はbuddhi、波はbh亘va、大きな岸は、　buddhiのb臨vaとb廉vaなき状態の境界で

あろう。b面dhiには3種のb穂Vaとして存在する場合と、bh亘vaに分化しない状態が想定されている、と考えられる。この比喩は、

MBh．XI1．187．23にも見られ、そこではetanm｝爵vartate（ジ越えない」）となっており、Edg飢011はその読みをここでも適用している
（Edgerto11［19651：This（i1玉te互1ect）＿11ever　gets　beyondthese　three　co顎ditbns）。1｛opkills［Great　Epic1も同様に理解しているが、　Bulte灘｝e11は、

「越える」と解している。buddhiに二様態を認める以上、「越える」と理解すべきであろう。　MBわ（D．）．285．22cdでは、　e伽parivar重ate

と、全く別に読んでいるのはこの問題を避けるためか。
73正λ・dhi鑓h論i　vai　b・ddhy蕊D．，K．・ad晦hま翻・・i　b・ddhy碑C〕・・．・dhi蜘1亘・i　i・・d・iy・g・顯・i／D・・・・…Di・m曲1t・［【19・・1・

ausgestatteten　Sinllesorgalie

74P　medhy蕊・i　C・．　medhy誠medh歪諏P琶d晦・・a恥幽h1面1i／CP．　m・dhay・i　pゆay・i　i・it蕊・i／
75
ﾓ・vy澄虚C・．・ij・t・v蜘，噸・・p細・葬d購／

　76P　yad　yan醸nuvidhτyate　D．、K．：y＆d　yad蕊nuvidhTyate

77avibh匪9・t珈ddhi・bh羅・・D・・sse・・di・B・ddhi　i・d・・E・1・t・・1・【d・・Sim脚・d　A・f・e・dig・1・・1r　Z・d・g・・g　k・mmt

　78bh亘ve　maliasi　manasiの代わりにtamasiと読むテキストもある（Ds，℃GI，2，　M5）。　ef句のralasとs離vaの語に引かれた改変で

あろう。

　79pravartam且nalぎuu　r㊤鋤sattvam　apy　alluva殿te　このPef句の前との闘連がはっきりしない。　D．にはPefに当たる句（「しかし」

より後）はない（K．にはあるが、薪たな付加を示唆する記号C）がついている。sattvam　apiと読むテキストはここ（1）．K　　，）のみで、他

のパラレル句は、Iadb臨vella，芝adb緬valnと読んでいる。このあたりは、　buddhi短b照vaとralas－sattva．talnasとの関連で、伝承に混乱

が生じていると思われる。
802置1ara章D．，K．・m・正1a取

　8｛praddip盃nha罫P犀｝arai3（D．，K．：111ana口）kury銭d　　Cs．　prad了P蕊rtha耳｝，　pradτpanl置往aprayojan盆1｝、　kury亘t／

　82駐nahy蚕tm巨　D．，K．：11ac護騰譲　パラレルの187．56では、　Rも1｝ac蕊tm謎となっている。　hiがはっきりしないが、強調の意味で解

した。

　83P　prav往r〔al11亘11air　allaye　　I）．　pravar〔aH｝護nairanaghalr　　K．　pr准vartaπ1且11air　allayair

　84P（furdharair　　D．　duSkara｛r　　K，　durdhar＄air
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（15）　しかし、それらの光線を思考器官によって正しく制御するとき、アートマンは輝き出る85。あた

　　かも瓶の中で灯火が輝くかのように86。闇（tamas）が除かれた時、存在物がすべて現れるかのよう

　　に87（CfMBh．XII．187。44）

（16）　水鳥は水中を動いても汚れないように88、完成した英知をもつ人は、対象の中を動きつつも、

　　罪によって（汚れることはない）。あらゆるものに執着のない人は、決して汚れることはない。

　　（C£MBb．XII．互87．46）

（17）　以前に為した行為を捨て、常にアートマンに喜び、あらゆる生き物の本性となり（c£E．H：Johnston，

　　Early　Sa江pkhya，　p．49）、属性の道に89執着はしない者にとって、（c£MBh，文IL　187，45）

（18）　アートマンはサットヴァを生み出すが90、グナを（生み出すことはない）9㌔グナは92アートマ

　　ンを知らず、アートマンはあらゆる点でグナを知っている。（Cf．MBh．XIL　187．43cd，40ab，　MBh（D．）．

　　X王L285．36cd，35ab）

（19）　アートマンはグナの見者であり、そして、そのように（yath盃tatham）創造した者である93。微

　　細なるサットヴァと知田者の違いをこのように知るべし。（Cf．MBh．XIU　87．40cd，37ab，　MBh（D．）．

　　XII，285．35cd，33ab）

（20）　一方はグナを創造し、他方はグナを創造しない。両者は、本性として（pra㎏ya）異なる存在である

　　が、いつも結合している。（Cf．MBh。XII。187。37cd，39ab，　MBh（D．）．XIL285．33cd，34ab）

（21）　この両者が結合しているのは、たとえば、魚と水は異なるが結合しているがごとくであり、また

　　ブヨといちじくの実も94、（異なるが）共に結合しているのと同様である。（C£MBhXII．187．39cd，38ab，

　　MBh（D．）28534cd）

（22）　あるいは、ムンジャ草における茎は（ムンジャ草とは）別でもあり、共にもある。それと同様にこ

　　の（サットヴァとアートマン）両者は結合し、互いに依存（prati＄1簸au）している。

［241章」95（D．249章，9024－9037，K255章）

ヴィヤーサは言った。

（1）　サットヴァはグナを96創造する。知国者は、（創造の）後に、支配者として変異したあらゆるグナに

　　無関心のごとく存在する97。（C£MBh．XII．187．42ab，　MBh（D．）．285．37ab）

　85Rprak展§ate　hy巨t1τ1吾　　Dり1く．：prak亘蓉ate’sy蓑tl11盈

86P　gh・～・d蜘v・」・・1…D．，K．・dτP・dTpt簑y・th琶k曲

　8フ王≧p．：apagate　K、　uparaIe　I）．，Kl．はこのあとに次の句を挿入している。

　　　　　prak麟a恥bhavaIc　sarvaIp　tathedam　upadh銭ryat羅m／

　88D．，K，はこの後に次の句を挿入している。

　　　　　vimuktatm瓢tath瓢yo9τ99董｝adosa三n｝a　1孟pyate
8gPg田」・m五・g・S・D．，K．・9田3・V・・g・婁・

　90Pprasavati　　D．，K．：prasaraIi

　91gul頭11　v護pl　kad亘caユ1a　Deussen：und　llienlals　mehr　iH　dle障brigenl　Gu口as　Edgerto11【互9651；His　self　brl！1gs〔brth　g（）odness，　not　ever　the

（other）sせands．両者とも「生み出すことはない3と否定的に解している。ここには、否定辞がないが、187．43cdはそのように読んで

おり、コンテキストからも、その読みが妥灘と思われるので、否定辞を補って解した。また。Deussen，　Edg飢α1とも、　sa｛tvaを3gu胆

の一つと理解し、甜nallは「（他の）gu韮｝aを達生み出さない、と解している。しかし、ここでのsattvaは、3gu1，aの…つではなくて、

buddhlの別名あるいは様態と捉えらることはできないか。
92
X噸（b）c・．g噸b・・pr・d臨abh繭副｝／
93P　s＆sr磁caiva　D．，K．・caparisra噸

　94R面pi　D”K．：vapi　この比喩については、　MB．Emeneau，窃65〃uη8伽＆ρ85加εαη5た沈～ゴ’8’躍μだ，　U：蔵lversity　CahfQrlヨia　Publications

in　ClassicaH）hilology，　voL13，1949，　pp．345－346参照。

　95この牽には、Bdg甑onの英訳がある（Edgerto岨965】pp280－281）。・

96P，D．：憩9噸11　K疑igUり巨n

　97Panuti碑hati　　I二）．，｝（．：adhitis些hati
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（，）これらのグナを糊するものはすべて（？・…）・・軸・v・b・…）と齢している・蝋が”二三

　　るかのごとく、（サットヴァは）糸のようにグナを創造するLoo。（CLMBhXH．18748，　MBh（D。）285紬

（3）滅したものは帰したのではな・猷（ただ）融が謙されないのだLO2・とある人々は搬す

　　る。そして、他の人々は、（滅したものは）消滅したのだ、と主張する。（αMBh。XII．187．49ab，50aわ，

　　M8h（D．），285．41）

（4）　両者を考慮して、考えた通りに決定すべし。このようにしてこそ、胎児は大きくなるであろう。り103。

　　（Cf．MBhXII．187．50cd）

（5）　人は、無始無終の永遠性に達して贈、怒らず、喜ばず、常に嫉妬を離れて行為すべし。

（6）　このように統覚の配慮からなるlo5硬い心の結び騒趣daya－granthin）を超えで06、悲しむことなく、

　疑闘を断ち切って、安楽に住すべし。（C£M髄．M王．187．51，MBh（D．）．XII．28542；Ka撫a　Up．6．韮5）

（7）　無知な人が、岸から満水の川に落ちて溺れ苦しむlo7かのごとく、この世を知るべし。（C鉦MBh．X猛

　18752，MBh（D．）．X茎王．285．43）

（8）　しかし、賢者は苦しむことはない。真理を知る彼は、アートマンを獲得し、完全なアートマンの認

　識を獲得して、地上を行く。（C到M翫XII，18753，MBh（D。）X鼠285．44）

（9）　このように認識した後、人は、生き物の（楠覆a）去来を徐々に正しく観察して108、最高の寂静を獲

　得する。（C£MBh．XII．18754）

（10）　かくして、アートマンの認識と寂静は、特にバラモンにとって、誕生による能力である。（それに

　　よって）そのすぐれた境地は獲得されるのである圭09。

（11）　このように認識した後、覚者となるであろう凶。覚者の特徴は他にあろうか。このように認識し

　　て、賢者は、為すべきことを為して解脱する。（αMBhXII．187．57，　MBh（D．）。XII．285。32cd：）

（12）　無知な人にとってはきわめて大きな恐怖となるようなm大きな恐怖は賢者にはない。なぜ

　　ならば、賢者の永遠なる境地よりすぐれた境地はだれにも存在しない故。（C£MBh，XI王．18758，

　　MB難（D．）．XII．285．45，｝｛opkins［Grea毛Eplcl　p．346（pu學pitagra））

（13）　人は病んだ世界にu2不満をもち、これこれのものを見ては嘆く。そこに、為されたことと為されな

　　　いことの両者を知り、嘆くことなき善き人々を見よ。（αMBhXH．187．60，　HopkinslGrea田pic］p．322

　　　（「athoddhata））

　98P，D．：s准rvarp　K．　s飢tv興l　EdgertQI1［196511　whonyjoilled　with　sciFlla繊re

　99〔玉rm3＆n豆bhir　　Cli．　abhim藁aai駐1ittoP蕊ad且natvas〔icay蕊ya｛in，段n烈）hid轡し衰n亀aむ／

圭ooP，K．・sむ・t・t・勲v・d　g・卿D．　s白at・t・d　gulユa単s　t・tha

｝α・i噸・・t・C・．・t・g噸・〔・tt・写照e・展d・・6・1闘9・融・am・・…漁・し・鳴9h・1盈dlva11・1a・・蜘tl，恥・t・・癖・・gadl・・d　b盃d熱ev撫

pradhvamsapad圧rtha垣／　　Cs．　na　nivar芝a1疑e，匡1a　p田1a毎kSeぱ毎fiar｝l　bad1㌃】ヨaヨ】｛i／

玉02垂秩浮膜福狽奄秩@nopakabhyate　　CI1．　niv尊tasya　hl　gha唾de睡kap蛋版dir〔ヨpe1，a　prav導裏ir韮abhyale，　atra　ghaし。（i医vasta　iti／ih三1膿癒dぞkprav質tyadar≦ian盃】】

n1ranvayan互≦a　eva　gUI葺i11盈II1童ty　arthal｝／

｛03日中ena孟va　vidh蕊nena　bhaved　garbha≦ayo星τ1ah…In　　Ca．　anellaivobhayIlpak輿kasvτk簾ra正ak鋒pena　saq｝≦ayella　pravartaτ11anas　ta縫va勇員aa且bha－

v衰（至garbha雪aya蔭salps誠rτb烈a　iva　mah衰a＿」貨盃】｝ahτ曜玉。　bhavaIi／　　Cs．　garbhaまaya｝3　s擶享1s羅鍾a！1α1aprak愈e1，a　mah註n　bhavet，　par且m海maiva　sy五t／

｝冤gc質。職［19651：the　occupallt　of　wombs（ol｝e　subjccuo　rebirth）　ma漁1の語については、」，A．B．v乏m　Buitenel｝，㍑ε伽’8εA〃7z翻，　Hislory

of　Reユ妻9三〇｝1s，　vo三．4，　Number｝（Summer　1964）P．1i3．10－i7参耳展。

lo4R　an巨dlnidhana理nityam蕊s且dya　D．　an護dillidhallo　hy烈m議傭ぎ聖b麗dhv衰　K．　a醸dinidhanal∫H11tyarぎUaτp　buddhv互

圭05bu（idhicill壊【nayalp　　　CI1．　bu（i（玉h1（圭｝｝arKn…玉≦clllt褒dayas　tatpradh蕊na耳1　buddhici…衰衰【naya1下1／　　Cs．　buddhicint褒Knaya胆sa韮ぎ亙≦ayabahulan1／

dξ弓ha1｝聖ta【‘ke！，段（圭u忌cche（韮yaln／

lo6R，K．　alτtya　　D．　a】｝i乱ya甲

1G7至hapyey頃　　D．，K．：｛亘myey晦

iOS1≧Salnavek孚ya鍾anail｝S三Unyag　　I）．，K．＝SaHlaVek苧ya　Ca　va埠ay【nyalP

亙09垂≠窒剿Jptal∫R撮paJ蕊yapam　　Cs．　pary且ptalP　par盃yapa1丁亙，　P通r華。茎｝嚢y毛晦paraprapt且v　ity　arthab／

110p，K．：bhaved　buddha麺　　D．　bhavec　chud（iha辱

mPsumad　b｝｝ayalp　bhavet　D，K．：sumad　1｝haya類para毛ra

n2LokaIn瓦turafn　　C書｝．監okyate　iti　loko　bhogyalp　r巨P蕊diり／taH≧盃turRτ1｝doS蕊kr護a犀罷aI｝1janal｝as〔1yale（io墨。コ，a　pa忌yatl　bhogavalk置sy置t／　　Cv・

（rcadin910kam翫ur　alluうLokaln置t戯3　prak斌el）sak蚕き蕊t／
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（14）　（彼は）何にせよ意図なく行い、以前に為したことを捨て去り、この世で行為しつつも、彼にと

　　　って善きこと悪しきことの両者を引き起こすことはない。（C£MBh．XIL　187．59，　MBh（D。）XII．285．46；

　　　Hopkins［Great　Epic］p。322（rathoddha⑳）

［242章lu3（D．250章，9038－9063，K．256章）

シュカは言った。

　G）　この世でそれよりもすぐれたダルマは存在しないような諸々のダルマよりすぐれたダルマ、それ

　　　を私に語るべし。

ヴィヤーサは書つた。

　（2）　聖仙の讃えたLL4古来のダルマにして、すべてのダルマの中で最もすぐれたダルマを汝に語ろう。心

　　　を集中して点くべし。

　（3）　暴れまわり（pra醸t踊nl）、あらゆる方向に突進する感官を、父が自分の子供たちを抑えるように、

　　　統覚によって努力して剃御し、

　（4）　思考器官と感官の集中するH5最高の苦行、それはあらゆるダルマよりもすぐれ、最高のダルマと

　　　言われている。

　（5）　思考器官を六番目とするそれらすべて（の感官）を、英知によって集めて（sa甲dhaya）、心配すべき

　　　ことに多くの注意を払わず、自己に満足したるがごとく座すべし。

　（6）　（感官が）対象からu6停止し、（それぞれの）住処（ve伽an）に留まる時、汝は自己によって、最高の

　　　永遠なるアートマンを見るであろう。

　（7）　偉：大なるアートマンをもつ賢明なるバラモンたちは、煙のない火の如き～切のアートマンである驚き

　　　なアートマンを見る。（C£MBh．XII．232。i9ab，3里0．里正；HbpkinslGreaI　Epic】p．435（醤。。255），　Haasf1922］

　　　No．658，　p。36）

　（8）　花と実をっけ、多くの枝をもつ大きな木が、どこに私の花が、どこに私の実が、というように自分

　　　を知らないのと同様に（c£Hopkins［1910：l　p．350）、

（15）　（その川は）輪廻の海に導き、子宮というパーターラ世界のために越え難く（？）u7、自己の誕生によっ

　　　て生じ照、舌という渦をもち、近づき難い的。

G6）　（その川を）英知を完成し、堅固なる賢者は越える。その摺を越えたものは、完金に解脱し、浄化さ

　　　れたアートマンをもちし20、アートマンを知り、清浄となる。

（17）　最高の認識を得て、汝はブラフマンとの同～に至るであろう撚。（汝は）あらゆる汚れを完全に越

　　　え、心寂静となり（prasannatmの、汚れを離れ、

u3この章には、　Edgerωnの英訳がある（Edg磁ol岨9651pp．282－284）。

堕㍉K．＝ζsisa騨戯am　D．　r串ibhi駄utam

i二5Pca　hy　aik亘gry註1ぎ隻　1）．，K．：c置py　aik盈gra【P

116
X・…cbhy・N．9・・c・・cbhy・・b互hy羅bhy・・11・r・vi黙y・bl脚／
l17凾盾撃撃奄据jt灘adustar置m　　C勲，　yo11晦v展sa11盃／　　Cs．　yoni≦abdellagarbhapravc謡。　iak与yaIe／　　Edgcrton〔1965］＝亘is　i｝ard　to　cross　bccause　of証s

subterranelleall　caverll　of（bi曲h⇒wombs

乏重8R護tmala夏lmodbhav互照　D．，K．：atmakarmodbh侵v銭腿

ほ9jlわ・夏var⑳dur夏sad夏m　Edge直・｝｝1玉9651ralld　ls　danger・us重・aρpr・ach　because・f　l重s　whlrp・・ls・漉1・11禽ue　De・sse・・desse｝｝S瞼d・玉

die　Reden　sind，　dem　llicht　gut　zu照her　ist　掘ge撹01亙はこの部分の意味は明らかでないとしつつも、1）uessenの解釈をuncollvincillgと

している。C五EdgertOI｝［19651　p．283，　f11．L

120P　vip〔疑…itn1亘　　D．　vidh“巨tH1潰　　K．　vi（玉h〔it盃tH1証

121Rbrahrnab埴ya琴l　gamiSyasl　D．　brahmabh通y貢11　bhaviSyasi　K．　brahmabhOyaql　bhaviSyasi
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（、8）燃立っ都町にいる生き物観るかのようにL22・怒らず翻まず・蕊なき心をもつ123であろ

　　う。そして、あらゆる生き物の生成消滅を見るであろう。

（19）あらゆるダ・レマの中で…最もすぐれたダルマを、膿めたる難を見る聖者たちは（一yo）は・

　　このように考えたのである、ダルマを維持する者の中で最もすぐれた者よ。

⑳種の125アートマンのこの鞭を知ったならば、息子よ・制御したる者のために・好餉賭の

　　ために、従順なる者のために説くべし。

（21）　このアートマンの知識は秘すべきものであり、すべての中で最大の秘密である。そのアートマン

　　の直観（の知識）を私は（汝に）直接語った。（Cmopkins［Great　Epicll　p．U4，飯2）

（22）　それはし26、女でも男でもなく、また中性でもない（c鴬ve£，　Up。5．10ab）。ブラフマンは・苦もなく

　　快もなく、過去現在未来を本質としている。（Cf．H：opklns［Great　Epicl　p．1i8，118，ξn．1）

（23）　このように知るならば、男あるいは女も再生に至らないであろう127。このように非（再）生（a臨ava）

　　の獲得のためにし28、（この）道ば29定められている。

（24）　このすべてはどのように考えられるか、そしてどのように考えられないかし30、そして（再生して？）

　　生じるものと生じないもの、（これらについて）私は語った、息子よ。

（25）　このように（tat）、歓喜し、徳を備え、よき息子としての徳を備えたBと、愛しき息子によって問わ

　　れたならば、ここで言われたことを、幸福のために（汝の）息子に語るべし。

［243章］（D．251章，9064－9087，K」257章）

ヴィヤーサは言った。

（1）　香り、味を、あるいは安楽を好んではならない。そこここの人のもつ飾りを得てはならない。尊敬

　（ma穀am）も、名誉も、名声も望んではならない。それこそが見者たるバラモンの振舞い（pracara）で

　あるB2。

（2）　（教えを）聞かんと欲し、三三を保ち、すべてのヴェーダを学ぶべし。（すなわち）、讃歌、祭文、韻律

　を（学ぶべし）。そうでなければ、彼は（真の）バラモンではない縣。（C£Hopkins〔Great　Epic］p．3，飢1）

（3）　（バラモンは）あらゆる生き物の親戚のごとくしてB4、一切を知り、一切のヴェーダを知り、欲望を

　　もたず、死ぬことはないし35。そうでなければ、彼は（真の）バラモンではないB6。

122「山の上から地上を見るかのように」という比喩に関しては、MBh、XIL19893，　XI｛．17．19；Dhamm即ada　28，　YBh．L47，　Ahirbudhnya

Sa甲hit討5．71cd－72ab，　Ma臆vagga　L5．7，　Mill翼｝da　387に見られることが、　RのCritical　Apparatusに指摘されている。

123P，D．＝ca　Iユanぢa甲samatis　K、　ca　a】顧arぎ｝samatis（salldh亘gllored）

124R　sarvadharmebhyo　D．，K．：sarvabh巌tebhyo

L25P’vyayino　D．，K：vy潰pi：10

126R　ceda即D、，K．l　veda

127P・v歪P・只y亘tD．，K・av蕊P蝋・

128abhavapratipattyartham　　Ca，　abhavapratipattyartha難pulla導anma煎vμtayc／　CI1．且bhava垣，　al患tpHttir巨tm衰，　t＆sya　pratipattyarthan玉／

Cs．　abhavo　mok寧的，豊atpratφa［tyartham／

129P　vartma　D．，K．l　dharmar｝1

130P　na　c盆i頃ni　y且th亘tath亘　DっK．：ta芝h雄衰ni　yath亘ta｛h盃

L31Psa｛putragu13亘llvitena　D．，K：satputra　dam亘1ivi姻ia

132 o「ac訂a睡Pa歪yato　br蕊hma寧asya　　CI1，茎｝rac亘ro　vyav且yaraり／　　Cp．展。嚢ra駐／　　Cs．　anロ輿h羅nam／　　Ca．　pa6yato　viduSaね／

B3P　na　tella　na　sa　br曲ma蜘　D．　yo　veda　Iia　sa　vai　dvijaり　K．　vedaved魂ap巨raga舞　n『ヴェーダを学ばなければ、バラモンとは言

えない』、D，『ヴェーダ（讃歌、祭文、韻律を）学んだだけでは、バラモンとは言えない』、　K．窪ヴェーダとヴェーダ支分に専心する者

は』、というように伝承に栢違が生じている。

L34Pρ．・擁・i・・t　sarvabh藪t盃⑳Kj寓意y・麺・㎜・bh通t盈1軸

と35n欲釜mo㎜iyate　　Ca．厳展k展ma1311ヨnabhisa帥itapha監akar颪Inriyate，　Hlukta　eva　bhava百ty　artha恒／

L36P　na　tena　lla　ca　br歪hma！ヌ的　　D．　n飢ella　lla　ca　va｝dvija睡　K．　not・clear　I）eussen：und　voMhm　ka1ユn　mam｝icht　sage11，　dass　er　keln

warher　Zwiegebor蹴r　se｛．
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（4）　種々の望み（城i）を得、多くの報酬を伴う祭式を行おうとも、欲望によってはB7決してバラモンた

　　ることに到達しない。

（5）恐れさせることもなく恐れられることもない時、勤こともなく嫌うこともない時・ブラフマ

　　ンに達する。（C£MBhXII．168．42，紘nti－parvan　Appendix　I．（No4），　lines　27－28，　MBh（D．）XII．326．33，

　　H：ariva鵬a　I．30．41＝MBh．X亙1．21．4）

（6）　行為によって、心によって、言葉によって、あらゆる生き物を悪意を抱かない時、ブラフマンに達す

　　る。（C£MBh．XII．16844，　MBh（D．）．Xli．326．34，舘nti－parvan　Appendix至。（No4），　lines　29－30，　Hariva叩9a

　　L30．40）

（7）　欲望の束縛こそがこの世における唯～のB8束縛であり、他にはない。欲望の束縛を解いた者は実

　　にブラフマンと同一となる。（C£M暁．XII．231．18）

（8）　黒雲から月が離れるが如く、欲望から解き放たれた者は、汚れなく（vi絢as）、（死の）時を願いつ

　　つ139、堅固さによって堅固に生きるのである。

（9）　満ちても不動の海に（州の）水が入るが如く（c£MBh．VL24．70ab）140、欲望に望まれても14L欲望を望

　　まない人（dehin）は、世間から142天界におもむく。

（10）　ヴェーダは真実とL43同置され（upani＄at）、真実はL44制御と同置され、制御は布施と同置され、布施

　　は苦行と岡置される漁。

（11）　苦行は棄却（t頭ga）と同置され、棄i却は安楽と同置され、安楽は天界と同法され、天界は寂静働ma）

　　ど46三三される。（C£MBhXII．198．62，　Hopkins［Great　Epic】p．10（Upanishads））

（12）　悲しみと望みの（心の）湿りを（？）圃、渇愛と共に焼き尽くして後L48。満足して（s鋤to麟）、寂静を

　　特徴とする最上の善（sattva）を汝は望むべしL49。

（13）　悲しみなきこと、所有意識なきこと、寂静、清らかな自己、自己の熟知150、この（前磯節の満足を

　　含めた）六種の15特徴をもつ者は、（この世に）再び全てを備えた者として戻るであろう。

（14）　善の特性を備えた六種の152英知あるすぐれた賢者によって153、死後L54アートマンを知る者はL55、

　　　同様にここにあるそれら（六種の特性？）を知るであろう（？）漁。

裂37R　abhidhy窪…瓶t　D，　avidh漬蓋｝at　K．　av灘匪n盈　Ca．　abhidhya！夏a　pha療bhidhy盃n盈／　C11．　（rcadlng　avidh巨11五t）day盃na｝Skarmyayor

a：亙a照saraη衰t／　Cs．（readillg　avO瓶④param亘tm顛醸11arahita麺／

138R　D．l　evaikam　K　evedam
　　リ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

139k澄lam　akヨ：§an　　Cs．　k註正a耳｝盃a【irrapatallak盃lan1／

陶ab句の後に、　D．，K，は以下の句を挿入している。

　　　　　tadv撮k且m護ya甲pravlgal玉ti　s盆rve　sa綴廊n匪pno由1a　kamak盃ma13／（c£MBh，VL24．70cd）

　従って。D，，K，は、　MBh．Vi．24．70に次の句（Pcd句）を付加していることになる。

14玉k置m・｝建五・t・C・．k盃1・・iり・・脚lp・ma鉱・pal・at・i顧・t・助…h・・aり／

142P　lok蕊I　D．，K：k藪n1蕊t

143P，D、：satya恥　　K．　d互narp

144R，D，　satyasyo－　　1），　da叢ユasyo一

豊45MBh（D，）．XIL299．13に次のような平行句が見られる。

　　　　　vedasyopa頭鋒t　sa乳ya芝享夏satyasyopani輿d　d撮nal，／

　　　　　damasyopal畑n　mok与a　ctat　sarv百11u6蕊sananl〃
146ccharnalユ　　Cn，≦alllaりnirgu寧abrahrllabh蕊val｝／

147klcdalla琴ユ60kanlanasoり　　Cv，（rcading　k豆e（玉ane＞kledalle，　anyo茎lya夏τ1i≦re璽罫11isσ口〕e　sallti忌e与a奪／　　Dcussen：1）ie　Benetz田1g　dcs　KuB｝1ners

Ulld　Wullshes

148P，亙）．：sa！pt匪pa甲　K，　sa瑞σr韮｝a甲　CI1．　sa叫盃paql　sa騨衰py盆kledana甲viklit徽ara胆rn／sa瞬盃pam　itiり鋤裏u粟antam／

圭49R，1）．：icchasi　　K．ζccha｛i　　C鷺．　lcchasi，　iccheta－pafIcanla【ak衰ro’yam／

150ppr・・a煎m巖tm・v滋・繭D．　P・a・・lm盃tm亘・im・t・…りK．　P・額眠蕊lm巨’tmavic　ch蜘

五5L垂≠曹b・奄秩@Cn．　Sa⑳髄，　sa離。§asahitair　vi≦okat噸dibhiW　R，D，は五種のみ挙げられているのに対し、K．は六種の特徴を挙げている

（前濫参照）。

152 ^aφbhiり　　Cn，撃a（コbhi13　P逼rvokta恥satyadalllad盃n征tapasty麗gagam護khya恥／

芝53Radhik且m註n硬ibh恥　D．，K．＝adhigata甲せibhib

互llP・ety・CI・prety司了・・ty・pi　d・h・d・h亘bhi・1酬囎聯／

b，P，D．：ye　vidゆpretya　c盃tmallam　　K．　ye　v1dul｝praIyag護t驚｝巨11am

乱56R　ihasth御s　tarps　tatha　vid晦　D．　ihastha甲ta甲gu潤叩vidub　K．　ihasth衰1臓m頃n　v1du転　lhasth翻の内容がはっきりしない。「（死後

ではなく）この世にある」か「賢者のそなえている」か』
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（15）作られたものではなく、磁であり・・7、始原にし綴撒ぎ58大我1・ついて（・dhy・・醐）・麹

　　の完成した人はL59、揺るがない安楽を得る。

⑯心（＿，）を揺るがぬよう｝・し、そして、あらゆる点で確立した後に得られる齪は・それ以外の

　　仕方では得られないものである励。

（17）それによって臥人は食べなくとも齪し、それによって人は財産カヨなくとも癒し・それによっ

　　て太っていなくとも（？）カを得るもが62、それを知る者は、ヴェーダを知る者である。

（18）　アートマンの門をよく守りL63、種々吟味しっっ（門を）閉じて、（瞑想のために？）座る学識ある撫バ

　　ラモンは、アートマンを喜ぶ者（a糠ara㊦と言われる痂。

（19）　高き真理に専心し、欲望を滅し、確固とした人には、安楽はあらゆる面から大きくなる（？）166。月

　　の美しい形（vapus）（が大きくなるか）のごとく。

（20）　種々のL67存在物（b瞭a）や（その）特性（gu撃a）を享受しないのでL68、聖者（muni）の苦は、安楽によっ

　　て除かれる。光によって闇が除かれるかのごとく。

（2韮．）　行為を越え、特性の消滅（さえ）も越え、対象に執着なきバラモンには、老と死が来ることはない。

　　（C£茎｛opk：insξGrea毛氾pic］p．162）

（22）　完全に解き放たれ、すべてに等しく（sama）、確固として存在する時、彼は、身体にありつつも、感

　　官と感官の対象を超える。（Cmopkins［Grcat　Eplc：l　P．159，｝｛aasl王9221　No．812，ジ。42）

（23）　究極の原礪に達し、為すべきことを越えL69、高きよりも高きところにし70達した者には、再び輪廻

　　（avar£鋤a）は存在しない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001勾三5ノ≒1251三｛　　受蓮田）

157…晦・y・単C・．・・a甲h晦m，・vi1瀟／C・．・v。bl勲、働。m／

158・脚・頗mC・．（・e・di・g　a肌1P・・k卿）…p・・k蜘，　v1k蕊・・面pacay五・dibhi・ty・kt・・1／C…i田P・・k蜘，9・・紬註・am・｝展P・一

kar§噸芝makasa類sk亘r瑠Tllam／

15gP・dhy蕊tm・甲・・臨P・句五・むD，　adhy盃tma・ぎ・s晦t・腎1　P⑳t・りK．・dhyam・vi晦・p・顯紬

160P・a蓉・ky・m・t・’・y・th護D．，K．・na≦・ky且”tman・㍉・y醐

支6t
凾・獅＝@C・．　yena　param巨tman註

正62・sneh・b・互・甲dh・tt・C・．　aslleh・むt・il・gh噸dis・eh…hit・’P…b・里・甲dh・畿・

163R・・甲9・py・hy亘tm…d・潰⑳D．s・・P9・pt渥・y亘tm・・1・・i畷吻y　K・・a・釜9・hy匪tm…d・盃・蚕py

164きis芝ah　　C＆，≦istas　tadekallisthah／

165亘tmaratir　ucy＆te　互tmaratiに関し、　Deussenは、　Ch灘d．　Up，7．25．2の参照を撰示している（P．396）が、Mul過．　Up．3．L4，　Nζsl馳。撮ト

rat巨p面Up．6課目見られる。これらの箇所では、蕊tmakf漁と共に用いられている。また13hG．3．17では匪tmar諭が単独で用いられてい
る。

圭66・・1veti　N．・nvet1…dh・t・Gan9・ii・hi・h・pP111e・・is　c・凱i・…s正y　enh・n・e曲k・th・1・・a・di・・（i・由・light・d　f・・t・軸t）

恥・avl謡・興l　D．，K．・・vl歪・蜘C・．・i‘・蜘・th嚢1・p晦・y甑d・yaek誕d・きelld・i卿・a／・vi歪・＄・りP・錘ca£・・煎・蚕ゆ・ddhi6・・／hhgam離・単

maha詫taUvam，鍛i歳gaτP　pradh互aarn／tatra　p〔irvap〔玉rv俵ty銭gcnottaranl　uttararP　pratipadyam互110　yo9τgu孕衷n　api　tyRjati／　sav嬉e＄盃1葺tl　p嚢晦e

bh亘ta≦abde照p麟cata11田徽置婁3y　e鴨svak蚕ryasth戯ab瞭as謝t羅煎y　arthai）／　avi≦e蜘i　bh蔵t置niという読みについては、｝玉opklns【Gre縫t　Ep1cI

P．173参照。

168R・ほb瞭t・D．，K．・cajah・t・
L69垂著jpya　atikralltasya　k亘rya｛互m　　sandhi不規貝1」。　　　Ca，　k糞rya醸m，　up盗（ihiva蕗tj＆11rllasa韓ban（iham／　　Cn．　k蕊ryat巨m，　avyak匿m／

170P，K．＝par盃t　param　　I）．paraqk　padam


